
T.S

　

京
都
府
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
連
絡
協
議

会
に
よ
る
京
都
府
へ
の
要
望
懇
談
会
が

行
わ
れ
た
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
高
齢

化
、
人
員
不
足
が
深
刻
で
、
２
０
４
０

年
に
は
府
全
体
で
介
護
職
員
が
１
万
人

不
足
す
る
と
の
試
算
が
あ
る
。
山
間
地

で
は
、
遠
隔
地
の
買
い
物
や
通
院
介
助
、

雪
対
策
な
ど
で
厳
し
さ
が
増
す
。

　

一
方
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の

自
宅
を
訪
問
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

や
金
銭
管
理
の
支
援
を
各
社
協
の
専
門

職
員
や
生
活
支
援
員
が
届
け
る
地
域
福

祉
権
利
擁
護
事
業
で
も
、
担
い
手
や
財

源
の
不
足
、
山
間
地
問
題
な
ど
の
課
題

が
共
通
す
る
。

　
「
住
み
た
い
地
域
で
い
き
い
き
と
暮

ら
す
」、「
誰
も
が
取
り
残
さ
れ
な
い
社

会
を
つ
く
る
」
…
人
を
中
心
に
据
え
る

社
会
は
、
人
工
知
能
（
A
I
）
や
情
報

通
信
技
術
（
I
C
T
）
を
活
用
し
つ
つ

も
、
最
終
的
に
は
人
や
社
会
が
つ
く
り

出
す
よ
り
他
な
い
。
支
援
を
必
要
と
す

る
人
と
と
も
に
、
働
く
人
も
リ
ス
ペ
ク

ト
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

人
の
尊
厳
を
大
切
に
す
る
社
会
は
、

決
し
て
自
助
努
力
で
は
足
り
ず
、
裏
付

け
と
な
る
社
会
の
仕
組
み
と
財
源
が
伴

う
。
助
け
合
い
の
精
神
か
ら
制
度
的
保

障
へ
の
進
化
が
人
類
の
発
展
と
知
恵
の

結
晶
だ
と
思
う
。

京都の
福祉福祉

支える人を支える
▼ 

２
ペ
ー
ジ

『京都の福祉』は福祉関係者に福祉の課題や情報を提供する
「京都府社会福祉協議会」（府社協）が発行する広報誌です

令
和
５
年
度 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

も
え
く
さ

●
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
の
そ
の
子
ら
し
い

　
「
あ
た
り
ま
え
」の
暮
ら
し
を
支
え
続
け
る
た
め
に 

▼
６
ペ
ー
ジ
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●
地
域
の
力
を
合
わ
せ
、
災
害
に
も
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る 

▼
４
ペ
ー
ジ



赤い羽根コラム

ROBIT.さん Mr.Kidsさん

赤い羽根共同募金運動に ご協力をお願いいたします！令和５年度

　
京
都
精
華
大
学
に
在
学
中
、
周
囲
に
変

わ
っ
た
人
が
多
く
い
た
こ
と
も
あ
り
、
自

分
も
何
か
や
り
た
い
と
考
え
て
い
た
と
い

う
ミ
ス
タ
ー
キ
ッ
ズ
さ
ん
。「
あ
る
時
、

多
く
の
人
の
動
き
が
突
然
一
斉
に
停
止
す

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
様
子
を
テ
レ
ビ
で

見
て
、
興
味
が
湧
い
た
の
が
活
動
の
き
っ

か
け
で
す
」。
実
際
に
や
っ
て
み
た
と
こ

ろ
、
周
囲
の
驚
い
た
反
応
が
面
白
か
っ
た

た
め
、
路
上
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
開

始
。
最
初
は
普
段
着
で
行
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
白
っ
ぽ
い
衣
装
や
銅

像
へ
と
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　
一
方
、
ロ
ビ
ッ
ト
さ
ん
は
人
前
で
表
現

す
る
こ
と
が
好
き
で
、
京
都
大
学
在
学
中

に
は
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
所
属
。
ロ
ボ
ッ

ト
ダ
ン
ス
や
パ
ン
ト
マ
イ
ム
を
得
意
と
し

て
い
ま
し
た
。「
サ
ー
ク
ル
を
引
退
し
、

表
現
す
る
場
を
見
失
っ
て
い
た
時
に
ち
ょ

う
ど
キ
ッ
ズ
君
を
見
か
け
て
、
自
分
も
や

っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
」。
偶
然

に
も
ミ
ス
タ
ー
キ
ッ
ズ
さ
ん
と
知
り
合

い
、
得
意
の
ダ
ン
ス
を
活
か
し
、
ロ
ボ
ッ

ト
型
の
立
像
に
な
り
き
る
と
い
う
現
在
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
行
き
着
い
た
そ
う
で

す
。

　
そ
ん
な
彼
ら
は
、
な
ぜ
共
同
募
金
に
参

画
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ミ
ス
タ
ー
キ
ッ
ズ
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話

し
ま
す
。「
元
々
、
ゴ
ミ
拾
い
活
動
を
し

て
い
た
の
で
す
が
、
他
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
で
き
る
面
白
そ
う
な
こ
と
は
な
い
か

と
考
え
て
い
た
時
に
、
募
金
活
動
を
思
い

つ
い
た
ん
で
す
」

　
活
動
当
初
は
違
う
と
こ
ろ
に
募
金
を
し

て
い
た
そ
う
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
探
す
中

で
、
共
同
募
金
に
た
ど
り
着
き
、「
こ
こ

だ
！
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
僕
た
ち
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
京
都

の
街
を
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、

『
京
都
に
恩
返
し
を
』
と
い
う
の
が
理
念

と
し
て
あ
り
ま
す
。
共
同
募
金
は
、
集
ま

っ
た
募
金
が
京
都
と
い
う
街
の
福
祉
活
動

の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
共

同
募
金
に
協
力
す
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち

の
活
動
が
、
自
分
の
住
む
街
を
よ
く
す
る

た
め
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
ん
で
す
。
街

頭
募
金
で
四
条
河
原
町
に
立
っ
て
、
街
行

く
人
の
笑
顔
を
生
で
見
る
と
、
京
都
に
少

し
で
も
貢
献
で
き
て
い
る
と
実
感
が
で
き

て
、
嬉
し
い
で
す
」

　
実
際
に
共
同
募
金
に
協
力
を
始
め
て
か

ら
、
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
最

中
に
、「
募
金
活
動
見
て
る
よ
」、「
頑
張

っ
て
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
増
え

た
の
だ
そ
う
。

　
今
後
の
活
動
の
展
望
を
聞
き
ま
し
た
。

　「
募
金
活
動
だ
け
で
な
く
、
共
同
募
金

会
と
一
緒
に
な
っ
て
、
街
づ
く
り
が
で
き

な
い
か
と
提
案
し
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ

が
実
現
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
街
に
貢
献
で

き
る
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
け
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
ロ
ビ
ッ
ト

さ
ん
。

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
街
の
一
部
を
使

い
、
そ
の
恩
返
し
を
共
同
募
金
を
通
じ
て

街
に
行
な
う
こ
と
で
、
街
と
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
人
々
が
つ
な
が
っ
て
い
く
。
こ
れ

か
ら
も
、
彼
ら
が
人
と
街
を
巻
き
込
ん
で

広
げ
て
い
く
活
動
か
ら
、
目
が
離
せ
ま
せ

ん
。

社会福祉法人 京都府共同募金会
TEL：075-256-9500  FAX：075-256-9505
https : //www.akaihane-kyoto.or.jp

令和５年 令和６年

誰もが集える場として、令和４年５月に開始。毎月来られる方、初
めて来られた方も一緒に、ゆったりとした時間を共有し、思い思
いに過ごすことができる居場所づくりに活用しています。

ボランティアグループや運転ボランティア、民生委員の３者による
地域の見守り活動の一環として行われているボランティア給食配
食事業。利用者からは「心あたたかい食事が楽しみ」との感想が
寄せられています。

障害者スポーツ交流事業「あやリンピック」の開催に活用しました。
綾部高校の生徒や企業からのボランティア参加もあり、大いに盛
り上がりました。

京都の街に特化した赤い羽根共同募金なら、
自分たちが活動する街に恩返しができる！

「ピタリと静止しているから銅像やロボットなのかと思ったら、突然動き出した！」と驚いた方もいるのではない
でしょうか？　彼らは 2018 年に結成し、四条河原町を中心に、路上などを常に移動しながらパフォーマンスを
する集団「S＋Renjoy（ストレンジョイ）」です。今回はメンバーのMr.kids（ミスターキッズ）さんとROBIT.（ロ
ビット）さんに、赤い羽根共同募金（以下共同募金）に参画する思いについてお話を伺いました。

高齢者福祉活動助成

61,715,292円
障がいのある方の福祉活動助成

23,468,417円

児童・青少年福祉活動助成

17,476,954円

住民全般の福祉活動助成

85,678,209円

課題を抱える人々を支える活動助成

10,972,296円
市・区・町・村共同募金委員会の活動費

19,500,750円

218,811,918円じぶんのまちの福祉活動のために
〈京都府全体の福祉活動のために〉

広域福祉活動・災害準備支援

100,259,003円

（災害等準備金取崩・過年度配分金戻入額 27,349,381円を含む。）
319,070,921円 はこのように使われています。令和４年度

京都府の配分・助成額
令和４年度
募金の使いみち

京都府内36市区町村の〈 〈

皆さまからいただいた募金の
つかいみちをご覧いただけます。
はねっと 検 索

大人同士で話す機会が少ない乳幼児を育てるママたちが、交流の
ために助成金を活用。託児の利用やボードゲームを活用して息抜
きし、また参加者同士のコミュニケーションも生まれています。

Mr.kids（ミスターキッズ）
／四条河原町で銅像パ
フォーマンスをする大道
芸人。「S+Renjoy」代表。

ROBIT.（ロビット）／
普段は会社員をしつつ、
ダンスやパントマイムを軸
に活動するパフォーマー。 10月１日～３月31日

ボ育て洛西口（向日市） あやリンピック実行委員会（綾部市）

共同募金の寄付金は、「困っている方 を々支える。支える方 を々支える。」
ために活用されています。

にこにこカフェ（右京区） ボランティア給食配食事業（久御山町）

令和５年度
共同
募金運動
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災
害
支
援
レ
ポ
ー
ト

地
域
の
力
を
合
わ
せ
、
災
害
に
も

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る

防災月間に
よせて

　

9
月
は
防
災
月
間
で
す
。
今
年
は
、
関

東
大
震
災
か
ら
1
0
0
年
、
南
山
城
水
害

か
ら
70
年
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

京
都
府
内
で
は
、
8
月
中
旬
の
台
風
7

号
に
よ
り
北
部
地
域
で
大
き
な
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。
全
国
的
に
み
て
も
被
害
の
広
範
囲

化
、
激
甚
化
す
る
大
規
模
災
害
が
増
加
し
て

お
り
、
今
年
５
月
の
奥
能
登
地
震
、
６
月
の

梅
雨
前
線
及
び
台
風
2
号
、
6
号
に
よ
る

大
雨
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

一
日
で
も
早
く
日
常
を
取
り
戻
す
た
め
に
、

被
災
地
域
で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
支
援
活
動
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
日
頃
か
ら
の
“
備
え
”
や
災
害
時
の

対
応
に
つ
い
て
、
防
災
月
間
に
改
め
て
確
認

京
都
府
災
害

ボ
ラ
ン
ティ
ア
セ
ン
タ
ー

　

平
成
17
年
５
月
に
設
立
さ
れ
た
公
民
協
働

の
常
設
型
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

す
。
行
政
、
市
町
村
社
協
、
社
会
福
祉
法
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
団
体
等
の
参
画
に
よ
り
災

害
時
の
支
援
に
協
働
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

平
常
時
に
は
、
人
材
育
成
（
研
修
・
訓
練
）

や
資
機
材
の
整
備
・
保
管
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
、
被
災
地
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
に
向
け
た
初

動
支
援
チ
ー
ム
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
す

る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
と
派

遣
・
受
入
れ
、
後
方
支
援
（
受
付
・
証
明
書

発
行
・
広
報
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
構
築
な
ど
）
な
ど
を

行
い
ま
す
。

京
都
府
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム

（
京
都
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）

　

災
害
関
連
死
や
災
害
時
の
要
配
慮
者
の
二

次
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
高
齢
者
や
障
害
者
、

妊
産
婦
や
外
国
人
な
ど
災
害
時
に
配
慮
が
必

要
な
方
を
支
援
す
る
福
祉
職
で
結
成
さ
れ
た

チ
ー
ム「
京
都
府
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム（
京

都
D
W
A
T
）」
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
常
時
に
は
、
養
成
研
修
や
広
報
啓
発
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

災
害
時
に
は
、
社
会
福
祉
士
や
介
護
福
祉

士
等
の
多
職
種
の
チ
ー
ム
で
一
般
避
難
所
へ

派
遣
さ
れ
、
災
害
時
要
配
慮
者
の
困
り
ご
と

等
に
対
応
し
、
避
難
生
活
中
に
お
け
る
生
活

機
能
の
低
下
等
の
防
止
を
図
る
た
め
、
福
祉

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
「
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
」

か
ら
こ
そ
、
災
害
へ
の
危
機
感
の
み
を
あ
お

る
の
で
は
な
く
、
防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組

み
が
普
段
の
暮
ら
し
に
活
か
さ
れ
る
切
り
口

が
大
切
で
す
。
９
月
３
日
に
亀
岡
市
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
京
都
府
総
合
防
災
訓
練
に
も
、

府
社
協
、
府
災
ボ
ラ
、
京
都
D
W
A
T
か

ら
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
に
お
け
る
感
染
対
策
、
プ
ロ

ボ
ノ
と
言
わ
れ
る
職
能
集
団
の
シ
ー
ズ
の
高

ま
り
、
I
C
T
を
活
用
し
た
情
報
共
有
が

進
む
な
ど
災
害
支
援
に
対
す
る
考
え
方
や
方

法
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
、
府
社

協
に
お
い
て
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
シ

ス
テ
ム
」
の
構
築
・
導
入
を
早
急
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
会
第
5
次
中
期
計
画
で
は
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
充
実
に
加

え
、
社
会
福
祉
法
人
や
専
門
職
団
体
等
と
連

携
し
た
災
害
時
の
要
配
慮
者
支
援
を
通
じ
、

生
活
の
拠
点
の
回
復
か
ら
住
み
続
け
ら
れ
る

地
域
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

の
活
動
や
団
体
と
協
働
し
な
が
ら
、
平
時
の

取
り
組
み
が
災
害
時
に
も
生
か
さ
れ
る
「
災

害
に
も
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

都
府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
初

動
支
援
チ
ー
ム
延
べ
19
名
が
現
地
で
開
設

初
動
期
か
ら
運
営
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
綾
部
市
に
お
い
て
は
被
害
が
甚
大
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
8
月
26
、
27
日
の

両
日
、
京
都
府
の
助
成
を
得
て
、
京
都
府

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行
し
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
行
わ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
、
主
に
床
下
の
泥
出
し
や
、
家
財
の

搬
出
な
ど
で
す
が
、
床
材
を
剥
が
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
専
門
的
な

技
術
が
必
要
と
な
る
作
業
も
あ
り
ま
し
た
。

　

各
市
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
活
動
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

災
害
時
に
、
よ
り
多
く
の
困
難
に
見
舞
わ

れ
る
の
は
、
高
齢
者
、
子
ど
も
、
障
害
者
や

病
気
の
あ
る
人
な
ど
社
会
的
弱
者
と
い
わ
れ

る
方
々
で
あ
り
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
寄
り

添
っ
た
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
で
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
支
援
を

行
う
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
災
害
時
の
危
険

度
の
把
握
や
日
頃
の
見
守
り
活
動
を
行
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
本
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
か

ら
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
被
災
者
支
援

の
た
め
、
様
々
な
団
体
や
活
動
等
と
“
顔
の

見
え
る
”
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

行
政
や
市
町
村
社
協
、
そ
し
て
民
生
・
児

童
委
員
、
社
会
福
祉
法
人
、
住
民
団
体
が
平

時
か
ら
連
携
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時

要
配
慮
者
を
把
握
す
る
と
と
も
に
災
害
時
の

助
け
合
い
に
つ
な
が
る
活
動
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
本
会
が
協
働
し
て
進
め
る
２
つ
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

災
害
に
も
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

京
都
府
内
で
は
８
月
中
旬
の
台
風
７
号

接
近
に
と
も
な
う
大
雨
に
よ
り
、
北
部
地

域
（
福
知
山
市
、
舞
鶴
市
、
綾
部
市
）
の

３
市
で
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
る
な
ど

大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
本
協
議
会

で
は
、
発
災
翌
日
に
府
内
の
被
害
状
況
等

の
現
地
調
査
を
行
い
、
京
都
府
市
町
村
社

協
連
合
会
、
京
都
府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
と
連
携
の
も
と
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ん
へ
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

被
災
し
た
3
市
で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
非
常
時
体
制
へ
と
移

行
し
、
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
府
内
市

町
村
社
協
連
合
会
か
ら
延
べ
86
名
、
本
会

か
ら
延
べ
29
名
が
派
遣
さ
れ
た
ほ
か
、
京

災
害
対
策
と
ま
ち
づ
く
り
　

～
日
常
の
備
え
、
災
害
支
援
、

ま
ち
づ
く
り
～

・生活支援・福祉支援
・見守り活動・まちの機能向上

さまざまな力を合わせ
人々に寄り添う

初動
対応

応急
対応

生活
支援

復興

日常
災害 ・救助、救援、消火

・安否確認
・避難所開設

・ライフラインの復旧
・避難所の運営
・外部支援の受入れ
（家屋の泥出し、家財運び出し等）

・ハード整備
・新たな日常へ

・日常の備え台
風
７
号
に
よ
る
被
害
と
ボ
ラ
ン
ティ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況

〜
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
推
進
す
る
〜

舞鶴 370

498

1,234

福知山

綾部

ボランティアセンター
開設期間

ボランティア総数

8 月 17 日（木）
   〜 22 日（火）

8 月 19 日（土）
   〜 26 日（土）

8 月 18 日（金）
   　 〜継続中

データは 8 月 31 日現在（総数 2,102）（速報値）
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たんの

吸引

導 尿
人口呼吸器の

管理

経管栄養

左から喜田さん、芦田さん、石川さん。

医療的ケアの

いろいろ

※厚生労働省資料より一部抜粋

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
の
そ
の
子
ら
し
い

「
あ
た
り
ま
え
」
の
暮
ら
し
を
支
え
続
け
る
た
め
に

　

「
そ
の
子
に
と
っ
て

　
　
　
　

最
善
は
何
か
」
を
忘
れ
ず
に

支
援
者
の
立
場
か
ら

●  

京
都
府
の
取
り
組
み

●  

医
療
的
ケ
ア
児
の
現
状

●  

支
援
法
が
施
行
さ
れ
て

　

医
療
的
ケ
ア
児
と
は
、
日
常
生
活
及
び
社
会

生
活
を
営
む
た
め
に
、
人
工
呼
吸
器
に
よ
る
呼

吸
管
理
や
胃
ろ
う
等
を
使
用
し
、
痰
の
吸
引
や

経
管
栄
養
な
ど
の
医
療
的
ケ
ア
が
常
に
必
要
な

児
童
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
数
は

全
国
的
に
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
22
年

に
推
計
約
１
万
人
で
し
た
が
、
令
和
３
年
で
は

推
計
約
２
万
人
に
増
え
て
い
ま
す
。
京
都
府
内

で
も
３
０
６
人
（
令
和
５
年
３
月
末
時
点
）
の

在
宅
療
養
児
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景

に
は
、
近
年
の
新
生
児
医
療
の
発
達
に
よ
り

医
療
的
な
環
境
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
社
会
生
活
に
お
い
て
は
支
援
が

　

私
は
児
童
発
達
支
援
を
行
う
空
の
鳥
幼
児
園

で
園
長
を
し
て
お
り
、
日
頃
か
ら
医
療
的
ケ
ア

が
必
要
な
子
ど
も
や
家
族
と
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
ま
だ
ま
だ
完
璧
で
は

な
い
も
の
の
、
目
に
見
え
て
改
善
さ
れ
て
き
た

こ
と
が
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
通
学
支
援
、

も
う
１
つ
は
医
療
的
ケ
ア
児
を
受
け
入
れ
る
側

の
意
識
で
す
。

　

特
別
支
援
学
校
へ
の
通
学
支
援
は
こ
れ
ま

で
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
は
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
乗
車
し
て
通
学
す
る
こ
と
が
困
難
な
た

め
、
家
族
が
学
校
ま
で
送
迎
し
て
い
ま
し
た
。

家
族
の
負
担
は
大
き
く
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
支
援
法
が
で
き

た
こ
と
で
、
家
族
不
在
で
も
看
護
師
や
第
3
号

研
修
修
了
者
同
乗
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
に
よ
る

自
宅
―
学
校
間
の
送
迎
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。

　

支
援
法
が
で
き
た
ば
か
り
の
頃
は
、
通
学
支

援
を
使
お
う
に
も
契
約
ま
で
が
煩
雑
で
、
実
際

に
活
用
に
至
る
ま
で
は
大
変
な
も
の
で
し
た
。

今
年
度
か
ら
は
書
類
の
手
続
き
は
学
校
側
も
サ

十
分
で
は
な
く
、
ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
一
つ
が
家
族
の
ケ
ア
負
担
の
軽
減
で

す
。
24
時
間
の
ケ
ア
に
よ
る
慢
性
的
な
睡
眠
不

足
や
経
済
的
負
担
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

等
様
々
な
負
担
が
あ
り
、
孤
立
し
が
ち
な
状
況

が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
医
療
的

ケ
ア
児
を
育
て
る
家
族
の
負
担
を
軽
減
し
、
医

療
的
ケ
ア
児
の
健
や
か
な
成
長
を
図
る
と
と
も

に
、
そ
の
家
族
の
離
職
を
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
に
「
医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に
対
す

る
支
援
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
「
支
援
法
」

と
い
う
）
が
令
和
３
年
９
月
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、
だ
い
ぶ
使

い
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
1
つ
、
受
け
入
れ
る
側
の
意
識
の
変
化

を
大
き
く
感
じ
ま
す
。
支
援
法
が
で
き
た
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
は
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
の

こ
と
を
積
極
的
に
考
え
て
こ
な
か
っ
た
保
育
園

関
係
者
の
中
で
も
、「
こ
れ
は
真
剣
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
」
と
感
じ
て
い
る

人
が
増
え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
誰
で
も

初
め
て
の
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
が
、

医
療
的
ケ
ア
児
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
動
き

出
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

一
つ
に
京
都
市
で
は
『
医
療
的
ケ
ア
児
等
地
域

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
が
7
月
よ
り
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も

も
、
当
た
り
前
に
地
域
の
中
で
暮
ら
し
て
い
く

中
で
、
保
育
園
や
地
域
の
小
学
校
な
ど
選
択
肢

が
増
え
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

● 

今
後
の
課
題

　

N
I
C
U
か
ら
の
退
院
時
、
保
育
園
へ
の

入
園
時
、
学
校
へ
の
進
学
時
な
ど
、
環
境
が
変

わ
る
移
行
期
ご
と
に
課
題
は
出
て
き
ま
す
。
体

の
成
長
も
そ
う
で
す
。
そ
の
中
で
一
番
大
き
な

課
題
は
、18
歳
に
な
り
、医
療
的
ケ
ア
児
が「
児
」

で
は
な
く
な
っ
た
時
の
居
場
所
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
。　

　

重
症
心
身
障
害
児
も
通
え
る
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
な
ら
看
護
師
も
配
置
さ
れ
て
お
り
、

安
心
し
て
過
ご
せ
て
い
た
も
の
の
、
支
援
学
校

を
卒
業
と
同
時
に
利
用
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
18
歳
以
降
は
生
活
介
護
事
業
を
利
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
事
業
所
の
数
も
ま

だ
ま
だ
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
法
律
が

整
備
さ
れ
て
、
子
ど
も
が
手
厚
い
支
援
を
受
け

ら
れ
て
い
た
ご
家
族
か
ら
す
る
と
、
負
担
も
大

き
く
な
り
、
そ
れ
ま
で
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
愕
然

と
す
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
差
を
ど
う
や
っ
て

埋
め
て
い
く
か
、
就
学
前
の
子
を
持
つ
ご
家
族

に
も
不
安
を
与
え
な
い
よ
う
に
考
え
て
い
か
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
、「
そ

の
子
に
と
っ
て
の
最
善
は
何
か
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
の
視
点
を
忘
れ
ず
に
、
行
政
を
は
じ

め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
支
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

社会福祉法人イエス団
空の鳥幼児園園長　

平田 義
ただし

さん

　

日
常
的
に
医
療
的
な
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
何
が

必
要
な
の
か
、
府
内
の
状
況
と
課
題
に
つ
い
て

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

支
援
法
施
行
に
伴
い
、
京
都
府
で
は
日
常
的

に
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
と
そ
の

家
族
の
相
談
と
関
係
機
関
の
連
携
推
進
の
た

め
、「
京
都
府
医
療
的
ケ
ア
児
等
支
援
セ
ン
タ
ー

（
愛
称
／
こ
と
の
わ
）」
が
令
和
4
年
度
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
「『
こ
と
の
わ
』の
特
徴
は
、
看
護
師
が
常
駐

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
事
務
職
だ
け
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
医
療
に
関
す
る
相
談
に
も
対
応
が

可
能
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
『
N
I
C
U
退
院

直
後
で
、今
後
が
不
安
』
と
い
っ
た
ご
家
族
や
、

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
者
か
ら
制
度
に
関
す
る

相
談
な
ど
が
あ
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
ま
す
」
と
障
害
者
支
援
課
主
幹

の
芦
田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

●
「
こ
と
の
わ
」の
今
後
の
課
題

　
「
今
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
こ
と
の
一
つ

に
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
ご
家
族
等
の
当
事
者
団

体
と
の
連
携
が
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
か
ら
は
、

『
他
の
保
護
者
の
方
と
つ
な
が
り
た
い
』
と
い

う
相
談
も
あ
り
、
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
、
支
援
の
内
容
を
充
実
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
」
と
芦
田
さ
ん
。

　
「
医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族
の
支
援
に
は
、

保
健
、
医
療
、
福
祉
、
保
育
、
教
育
な
ど
の
支

援
機
関
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。『
こ
と
の
わ
』

と
し
て
も
そ
の
体
制
を
構
築
し
て
い
く
発
展
段

階
で
す
が
、『
医
療
的
ケ
ア
児
が
そ
の
子
ら
し

く
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
』
を
大
切
に
、

各
分
野
と
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
石
川
さ
ん
。

　
「
医
療
的
ケ
ア
児
が
地
域
で
暮
ら
す
上
で
、

看
護
師
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
し
か

し
、
医
療
的
ケ
ア
児
を
受
け
入
れ
よ
う
に
も
、

慢
性
的
な
看
護
師
不
足
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
保
育
園
に
看
護
師
を
配
置
し
た
も
の

の
、
保
育
士
の
中
に
は
医
療
的
ケ
ア
児
を
ま
だ

知
ら
な
い
方
も
お
ら
れ
、
看
護
師
が
孤
立
し
が

ち
と
い
う
相
談
も
実
際
に
受
け
ま
す
。
看
護
師

の
人
材
確
保
と
支
援
が
必
要
」
と
喜
田
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

25,000

20,000

10,702

平成22年

在宅の医療的ケア児の推計値
（0〜 19歳）（人）

令和3年

20,180

15,000

10,000

5,000

0

　

医
療
や
福
祉
、
教
育
等
の
支
援
機
関
の
連
携

を
進
め
る
に
は
、「
こ
と
の
わ
」
の
皆
さ
ん
が

言
わ
れ
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
支
援
内

容
を
お
互
い
に
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
支
援

法
の
理
念
に
あ
る
「
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ

ら
ず
支
援
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
」
は
、
子
ど
も

の
成
長
に
大
切
な
要
素
で
す
が
、
京
都
市
内
に

事
業
所
等
が
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
他
の
市
町

村
で
は
支
援
が
十
分
で
な
い
状
況
が
あ
り
ま

す
。
受
入
れ
側
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
今
だ

か
ら
こ
そ
、
さ
ら
な
る
充
実
が
必
要
で
す
。　
　

　

ま
た
、
今
回
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
現
状
が
十

分
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

当
事
者
の
家
族
の
お
一
人
は
「
地
域
に
こ
ん
な

子
ど
も
も
い
る
と
知
っ
て
欲
し
い
」
と
言
い
ま

す
。
困
り
ご
と
を
取
り
こ
ぼ
さ
な
い
地
域
を
目

指
す
た
め
に
は
、
医
療
的
ケ
ア
児
（
者
）
や
そ

の
家
族
、
支
援
者
の
声
を
聞
き
、
府
社
協
に
お

い
て
も
今
後
の
動
き
に
も
注
視
し
な
が
ら
、
支

援
方
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆◆    

◆◆    

◆◆
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コロ
ナ
明
け
の

時
代
を
ど
う
創
る
か

こ
の
特
集
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
る
中
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
経
験
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
社

会
と
の
接
点
や
交
流
機
会
の
減
少
に
伴
う
孤
立
等
が
課
題
と
し
て
顕

在
化
し
た
地
域
社
会
に
お
け
る
活
動
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。

―
木
津
川
市
で
は
、
市
民
の
方
が
積
極
的
に

福
祉
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
る
と
う
か
が
い

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

に
活
動
を
続
け
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

中
尾　

木
津
川
市
社
協
で
は
コ
ロ
ナ
以
前
か

ら
「
地
域
支
え
合
い
会
議
」
を
開
催
し
、
社

協
職
員
、
行
政
、
各
地
域
の
代
表
、
民
生
児

童
委
員
の
方
な
ど
が
集
ま
り
、
地
域
の
生
活

課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
ま
た
「
交
流
す
る
地
域
づ
く
り
」
と
し

孤
立
・
孤
独
を
防
ぐ
た
め
に

コ
ロ
ナ
禍
に
生
ま
れ
た
活
動

「
集
え
な
く
て
も
つ
な
が
る
た
め
に
、何
が
で
き
る
か
」

を
市
民
と
一
緒
に
考
え
る
取
り
組
み

第２回

に
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
職
を
失
っ

た
若
い
世
代
が
急
増
し
、
生
活
が
困
窮
し
て

明
日
食
べ
る
も
の
す
ら
な
い
家
庭
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
中
尾
さ
ん
か
ら
話
を
聞
き
ま
し

た
。
な
ん
と
か
し
た
い
と
い
う
一
心
で
、
コ

ロ
ナ
真
っ
只
中
の
令
和
３
年
か
ら
木
津
川
市

社
協
と
協
働
で
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
活
動
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
木
津
川
市
に

は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
組
織
は
な
く
、
ま
た
市

内
に
食
品
関
連
企
業
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、

一
般
の
方
々
か
ら
の
善
意
に
頼
る
部
分
が
大

き
い
で
す
が
、
食
品
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
る

木
津
川
市
民
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
に
感
謝

し
、
感
動
し
ま
し
た
。

福
井　

私
は
城
山
台
と
い
う
木
津
川
市
の
中

で
も
特
に
若
い
子
育
て
世
代
が
多
い
地
域

で
、
親
子
の
た
め
の
子
育
て
支
援
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
は
転
入
し
て
き
た

方
が
ほ
と
ん
ど
で
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

が
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
な
く
、
孤
立
し
や

た
の
は
、
社
協
と
し
て
は
と
て
も
心
強
か
っ

た
。
社
協
の
職
員
は
限
ら
れ
た
人
数
な
の
で
、

力
は
微
々
た
る
も
の
で
す
。
で
も
木
津
川
市

に
は
相
談
が
で
き
、
頼
り
に
な
る
人
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
そ
こ
で
つ
な
が
り
、
活
動
が

生
ま
れ
、
今
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
動
き
も
あ
る
。
そ
れ

が
木
津
川
市
の
強
み
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

―
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
か
？

破
石　

市
民
の
方
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
ま
た
、
子
ど
も
食
堂
を
や
ら
な
い
か
と

い
う
話
も
出
て
い
ま
す
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
を

考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
。

福
井　

子
育
て
支
援
を
す
る
中
で
、
不
登
校

児
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

例
え
ば
城
山
台
地
域
は
子
ど
も
の
数
が
多

く
、
小
学
校
が
超
巨
大
規
模
校
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
中
に
は
学
校
へ
行
け
な
く
な
っ
た

子
、
行
っ
て
は
い
る
け
ど
別
室
登
校
を
し
て

い
る
子
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
別
室
登
校
を

し
て
い
る
時
点
で
S
O
S
は
出
せ
て
い
る

の
で
、
そ
の
間
に
学
校
の
先
生
だ
け
で
な
く
、

福
祉
的
、
医
療
的
な
視
点
か
ら
、
そ
の
子
に

と
っ
て
ど
う
い
う
環
境
が
必
要
か
を
ま
ず
大

人
が
知
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
別

室
を
心
の
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
な
場
所
に
で

き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
は
じ
め
に
】

　

古
く
か
ら
の
農
村
地
域
や
学
研
都
市
地
域

の
新
興
住
宅
が
入
り
混
じ
り
、
様
々
な
世
代

の
人
が
暮
ら
し
て
い
る
木
津
川
市
で
は
、
生

活
困
窮
や
子
育
て
世
帯
、
高
齢
者
の
一
人
暮

ら
し
世
帯
の
孤
立
等
、
多
く
の
課
題
が
あ
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
課
題
が
顕
在
化

し
、
交
流
活
動
も
困
難
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
よ
う
な
中
で
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
従
来

の
活
動
の
継
続
や
新
た
な
活
動
を
生
み
出
す

こ
と
で
、
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
住
民
の
方
々
と
一
緒
に
進

め
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
号
で
は
、「
交

流
す
る
地
域
づ
く
り
」
に
力
を
入
れ
て
き
た

木
津
川
市
社
協
事
務
局
次
長
の
中
尾
和
恵
さ

ん
、
高
齢
者
が
多
い
旧
加
茂
町
地
域
を
拠
点

に
活
動
す
る
N
P
O
法
人
「
手
を
つ
な
い

で
」
理
事
長
の
破は

石せ
き

俊
夫
さ
ん
、
子
育
て
世

代
が
多
く
暮
ら
す
城し
ろ
や
ま
だ
い

山
台
地
域
で
活
動
す
る

N
P
O
法
人
「
こ
そ
だ
て
マ
マ
n
e
t
☆
」

理
事
長
の
福
井
さ
な
え
さ
ん
に
コ
ロ
ナ
禍
で

の
活
動
や
今
後
に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

て
サ
ロ
ン
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、
高
齢
者
の
サ

ロ
ン
な
ど
が
全
て
ス
ト
ッ
プ
し
て
、
交
流
が

絶
た
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
家
で
の
孤
立
、

孤
独
の
問
題
が
出
て
く
る
中
、
集
え
な
く
て

も
つ
な
が
る
た
め
に
、
活
動
団
体
に
見
守
り

活
動
や
家
庭
訪
問
、
お
手
紙
の
送
付
と
い
っ

た
活
動
に
も
サ
ロ
ン
の
助
成
金
を
活
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
発
信
し
ま
し
た
。
社
協
か
ら

発
信
す
る
こ
と
で
、「
ど
ん
な
状
況
で
も
つ

な
が
り
続
け
よ
う
ね
」
と
い
う
思
い
を
伝
え

た
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
野
外
で
で
き
る
サ

ロ
ン
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
サ
ロ
ン

登
録
数
が
増
え
ま
し
た
。
破
石
さ
ん
と
福
井

さ
ん
も
、
ど
ん
な
形
で
あ
れ
ば
つ
な
が
り
続

け
ら
れ
る
か
を
考
え
て
行
動
し
て
く
だ
さ
り
、

新
た
な
事
業
を
始
め
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

破
石　

私
は
高
齢
者
の
多
い
旧
加
茂
町
地
域

を
拠
点
と
し
て
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方

す
い
エ
リ
ア
で
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
で
さ
え

子
育
て
は
ス
ト
レ
ス
が
多
い
の
に
、
コ
ロ
ナ

禍
に
な
り
外
に
出
ら
れ
な
い
、
病
院
へ
行
く

の
に
子
ど
も
を
見
て
も
ら
い
た
い
け
ど
、
誰

に
も
相
談
で
き
な
い
、
と
い
っ
た
困
り
ご
と

を
耳
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
コ
ロ
ナ
禍
真
っ

只
中
で
し
た
が
、
子
育
て
世
代
の
孤
立
を
防

ぎ
た
い
と
の
思
い
で
、
同
世
代
の
子
ど
も
た

ち
と
そ
の
保
護
者
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し

た
「
親
子
ひ
ろ
ば
」
と
い
う
集
い
の
場
を
開

設
し
ま
し
た
。
開
設
す
る
と
、
想
像
以
上
に

多
く
の
方
が
必
要
と
し
て
く
だ
さ
り
、
地
域

で
つ
な
が
る
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

中
尾　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
活
動
を
継
続
し
、
立

ち
止
ま
ら
な
か
っ
た
の
は
、
社
協
に
関
わ
る

多
く
の
方
が
、
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
今
で
き
る
こ
と
を
常
に
考
え
て
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
「
コ
ロ
ナ
だ
か
ら
今
何
が
で

き
る
だ
ろ
う
」
を
一
緒
に
考
え
て
実
行
で
き

コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
し
た
課
題
を

解
決
し
て
い
く
た
め
に

N
P
O
法
人 

こ
そ
だ
て
マ
マ
n
e
t
☆

理
事
長
　
福
井
さ
な
え
さ
ん

N
P
O
法
人 

手
を
つ
な
い
で

理
事
長
　
破
石
俊
夫
さ
ん

木
津
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

中
尾
　
和
恵
さ
ん

こそだてママ net ☆の活動の様子

フードバンクに提供があった食品

中
尾　

コ
ロ
ナ
前
か
ら
子
ど
も
の
不
登
校
や

成
人
の
引
き
こ
も
り
は
あ
り
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
で
よ
り
顕
在
化
し
た
と
思
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
の
特
例
貸
付
の
相
談
に
来
ら
れ
た
70
代

の
方
が
、
実
は
家
で
40
代
の
子
ど
も
を
養
っ

て
い
た
、
と
い
う
こ
と
も
わ
か
る
な
ど
、
木

津
川
市
社
協
で
は
引
き
こ
も
り
支
援
に
力
を

入
れ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

職
員
間
で
課
題
は
共
有
し
た
の
で
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
も
課
題
を
共
有
し
て
、
少
し
で
も

つ
な
が
り
を
作
る
た
め
に
、
今
社
協
が
で
き

る
こ
と
は
何
か
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

　
　
　
　
　

◇　

◇　

◇

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
を
つ
く
る
た
め
、
地
域
の
特
色
に
応
じ

た
生
活
課
題
を
把
握
し
、
多
く
の
住
民
の
参

加
に
よ
る
活
動
を
進
め
て
い
る
木
津
川
市
の

取
り
組
み
は
、
ま
さ
に
“
共
に
生
き
る
”
社

会
の
在
り
方
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

今
年
の
５
月
に
は
「
孤
独
・
孤
立
対
策
推

進
法
」
が
成
立
し
、
国
を
挙
げ
て
誰
ひ
と
り

取
り
残
さ
な
い
社
会
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

本
会
で
も
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
地
域

づ
く
り
に
向
け
て
、
市
町
村
社
協
と
協
力
し

な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
相
談
支
援
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、「
温
っ

た
か
京
都
・
寄
り
添
い
ワ
ー
カ
ー
」
を
全
府

的
に
配
置
を
行
い
、
支
援
活
動
を
進
め
ま
す
。

京
都
府
内
の
各
市
町
村
の
文
化
や
地
縁
を
大

切
に
、
そ
こ
で
暮
ら
す
み
な
さ
ま
と
一
緒
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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認
知
症
に
や
さ
し
い
安
心
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。
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　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
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　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！

ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、サイバー保険、
動産総合保険、費用・利益保険）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償
❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償
❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●施設の医療事故補償
　　　　　　•医務室の医療事故補償

•看護職の賠償責任補償
●オプション３ ●施設の借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償
●オプション５ ●施設の感染症対応費用補償

保険期間１年

❶ 職員の労災上乗せ補償　
使用者賠償責任補償

❷ 役員・職員の傷害事故補償

職員等の補償プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

法人役員等の補償プラン44 （役員賠償責任保険）

1事故10万円限度 1事故10万円限度

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

❸ 役員・職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

休業補償から各種対応費用までワイドな安心
❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益
　減少を防止・軽減するための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、
　かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

（SJ22-12033から抜粋）

令和５年度

　

日
本
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
約

３
６
２
７
万
人
（
２
０
２
２
年
９
月
15
日
現

在
）
で
あ
り
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は

29
・
１
％
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
２
０
２
５
年
に
は
高
齢
者
の
内
、
推
定
4.5

人
に
１
人
は
認
知
症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
誰
も
が
な
り
得
る
身
近
な
も
の
で
す
。

　

国
連
障
害
者
権
利
条
約
の
合
言
葉
で
あ

る
「
私
た
ち
の
こ
と
を
私
た
ち
抜
き
で
決

め
な
い
で
（N

othing A
bout us w

ithout 
us

）」
は
、
当
事
者
が
自
身
の
思
い
を
社
会

に
反
映
す
る
こ
と
の
大
事
さ
を
訴
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
政
府
が
と
り
ま
と
め
た
「
認
知

症
大
綱
」
に
基
づ
く
「
認
知
症
と
と
も
に
生

き
る
希
望
宣
言
」（
認
知
症
と
と
も
に
暮
ら

す
本
人
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
体
験
と
思
い

を
言
葉
に
し
た
も
の
）
で
は
、
当
事
者
が
社

会
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　

本
年
６
月
14
日
に
「
共
生
社
会
の
実
現
を

推
進
す
る
た
め
の
認
知
症
基
本
法
（
以
下
、

認
知
症
基
本
法
）」
が
成
立
し
ま
し
た
。
認

知
症
の
人
を
含
め
た
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く

活
躍
し
、
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
安
心
し

た
暮
ら
し
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
基
本
法
で
は
「
世
界

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
イ
」
の
９
月
21
日
を
認

知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
日
と
し
て
「
認
知

症
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
認
知
症
を
も
っ
て
い
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
、
介
護
家
族

が
集
ま
り
、
介
護
の
相
談
、
情
報
交
換
、
勉

強
会
な
ど
の
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
法
の

成
立
に
向
け
て
尽
力
さ
れ
て
き
た
「
認
知
症

の
人
と
家
族
の
会
京
都
府
支
部
」
の
越
野
稔

副
代
表
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

認
知
症
基
本
法
の
成
立
に
向
け
て
、
有
志

議
員
に
よ
る
認
知
症
施
策
推
進
議
員
連
盟
の

原
案
作
成
時
か
ら
、
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
は
当
事
者
と
し
て
の
想
い
を
伝
え
て
き
ま

し
た
。
そ
の
内
容
は
私
達
の
声
を
反
映
し
た

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に

「
認
知
症
基
本
法
」
の
理
念
を
社
会
に
浸
透

さ
せ
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
認
知
症
基
本

法
で
は
「
認
知
症
の
人
の
尊
厳
を
保
持
し
、

社
会
の
一
員
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実

現
」
を
は
じ
め
「
認
知
症
に
関
す
る
教
育
」、

「
認
知
症
の
人
の
生
活
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
」、「
認
知
症
の
人
の
社
会
参
加
」
等
の
施

策
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
私
た
ち
が
注
目
し
て
い
る
の

が
、
政
府
と
各
自
治
体
に
よ
る
「
認
知
症
施

策
推
進
基
本
計
画
」
の
策
定
で
す
。
今
ま
で

の
よ
う
に
単
に
私
達
の
意
見
を
聞
く
だ
け
で

終
わ
る
の
で
は
な
く
、
施
策
推
進
計
画
作
成

時
か
ら
当
事
者
で
あ
る
私
達
が
参
画
す
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
よ
っ
て
、
当
事
者
の
意
見
を
反
映
し
た
具

体
的
な
施
策
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　

◇　

◇　

◇

　

京
都
府
社
協
で
は
、
第
５
次
中
期
計
画
に

お
い
て
「
京
都
府
社
協
が
描
く
共
生
社
会
の

姿
」
の
一
つ
と
し
て
、「
当
事
者
が
課
題
を

発
信
し
、
地
域
の
理
解
を
広
め
た
り
、
福
祉

施
策
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
社

会
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
今
回
を
機
に
改
め

て
、
だ
れ
も
が
尊
厳
を
も
っ
て
い
き
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
当
事
者

と
と
も
に
府
民
の
暮
ら
し
を
支
え
、
福
祉
の

社
会
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

知っていますか？
９月21日は認知症の日です

当
事
者
が

参
画
で
き
る
よ
う
に

世界アルツハイマーデイには認知症支援の普及・啓発として京都タワーが
オレンジにライトアップされています。

認知症の人と家族の会
京都府支部
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京
都
の
福
祉

支
え
る
人
を
支
え
る

2023
年
9
月
号

no.609
発
行
所
／
社
会
福
祉
法
人
　
京
都
府
社
会
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祉
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会

〒
604-0874　

京
都
市
中
京
区
竹
屋
町
通
烏
丸
東
入
ル
清
水
町
375　

TEL.075-252-6291　
 FAX.075-252-6310 

京都府社会福祉協議会からのお知らせ

©中央共同募金会

本紙は、共同募金の配分金に
よってつくられています。

●本会へのご意見等は、下記URLの「お問合せフォーム」を通じてお寄せください。
　https://www.kyoshakyo.or.jp 京都府社協 検索

令和5年６月８日　『神戸望』様　20,000 円
令和５年８月22日『株式会社エスアールエム』様
　　　　　　　　　  30,000 円

ご寄付ありがとうございました。
ご芳志の趣旨に沿い活用させていただきます。

福祉人材課（京都府保育人材マッチング支援センター）
TEL：075-252-6333　https://fukujob.kyoshakyo.or.jp/hoiku/

お問合せ

現在、募集中の研修は
右記二次元コードより
ご覧ください。
https://www.kyoshakyo.
or.jp/topics/boshyu

研修課ではさまざまな研修を
企画・実施中です。令和５年度に
実施予定の研修は右記二次元
コードよりご覧ください。
https://www.kyoshakyo.or.jp/
topics/boshyu/2952

令和5年度保育園・認定こども園
就職出張相談会 in ハローワーク 

第2回保育園就職フェア2023 in KYOTO

京都府保育人材マッチング支援センターでは、次の
とおり出張相談を予定しています。保育園・認定こ
ども園への就職を御希望の方やこれから保育士資格
取得を目指そうとされている方など、是非お気軽に
お越しください。いずれも、事前予約不要です。

京都市・京都府の保育園・認定こども園 75ブース（予定）が参加。
保育の仕事に関心のある学生はもちろん、一般の方も大歓迎！　
参加無料、服装自由、入退場自由です。是非、御参加ください！

９月30日（土）12：00～16：00日 時 10月3日（火）10：30～15：00日 時

10月19日（木）10：30～15：00日 時

京都産業会館ホール（京都経済センター２F）
（地下鉄烏丸線「四条駅」より徒歩２分）

会 場

ハローワーク西陣  烏丸御池庁舎会 場

ハローワーク園部会 場

2024年 3月卒業予定の学生、卒業生、一般求職者対 象

研修のことや制度のことなど、福祉の
いろいろな情報をつぶやいていきます。

 @KyoShakyo_　で検索　 （旧Twitter）
はじめました！

令和5年度 府民交流フェスタ

11月3日（金・祝）10：00～16：00日 時
京都府立植物園場 所

今年も府民交流フェスタに出展します！釣りゲームや願い
事コーナー等、楽しい企画を用意しておりますので、皆様
ぜひお立ち寄りください！

昨年の様子

　当日参加もOK。詳細は、
　就職フェア専用ページを
←参照ください

事前エント
リー

して来場さ
れた方に

QUOカー
ド

500円分
プレゼント！

（先着200
名様）

令和5年度　南部地域　FUKUSHI就職フェア

乙訓・山城・南丹地域の福祉関係法人が出展します。出展法
人との個別面談等で情報を入手できます。福祉の仕事を探し
ておられる方、興味のある方のご来場をお待ちしています。

フォローをお願いします！

10月21日（土）13：00～13：30　業界研究セミナー
　　　　　　　　 13：30～１６：００　合同就職説明会

日 時

京都産業会館ホール（京都経済センター２F）（地下鉄烏丸線「四条駅」より徒歩２分）会 場

一般求職者（未経験者も大歓迎）
学生の方（学部・学年問わず、福祉に興味のある方大歓迎）

対 象

福祉人材課（京都府福祉人材・研修センター）
TEL：075-252-6297　 https://fukujob.kyoshakyo.or.jp/

お問合せ

予約不要

入退場自由


